
パブリックコメントで提出された意見の概要 

 
 
１ 意見募集の概要 

 

（１）対  象   千葉県三番瀬再生計画（第 3 次事業計画）（案） 
（２）募集期間   平成２５年１２月２５日（水）～ 平成２６年１月２７日（月） 
（３）意見提出方法  指定様式に住所・氏名・電話番号等を記入し、メール、ＦＡＸ、

郵送により千葉県環境生活部環境政策課へ提出 
 

２ 意見数  １３名 ７４件 
 
３ 意見の概要（要約） 

 
全体に係る事項（11 件） 

・本計画以降の取組について、３年後も今の仕組み・体制を継続してほしい（7 件） 
・埋立は良かったのか悪かったのか総括し反省が必要 
・三番瀬再生事業は本来の目的から外れていびつになった 
・永久的に回復が期待できるような方策を期待 
・「自然再生」という言葉は使わないでほしい 

 
第 1節 干潟・浅海域（13 件） 

・人工干潟、人工海浜は造成するべきではない（13 件） 
 

第 2節 生態系・鳥類（6件) 

・猫実川河口域、カキ礁、生態系の保全、養貝場の環境学習活用に取り組んでほしい

（3 件） 
・行徳湿地の会議について、委員はラムサール条約を理解できる人を選んでほしい、

ＮＰＯの考え方を尊重するべき等（2 件） 
・目標生物種の選定について、グランドデザインとして追及してほしい 

 
第 3節 漁業（5件） 

・漁業者と消費者を結ぶ取組の推進についてどんどん進めてほしい、また、エコツー

リズムの担い手としての漁業者という視点も重要（2 件） 
・市川市塩浜 3 丁目護岸前面の泥干潟を保全してほしい(2 件) 
・アサリ生産量の減少(挿入図)について、原因等のコメントがほしい 
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第 4節 水・底質環境（13 件） 

・江戸川河口堰について、出水対策の運用改善を求める、また、魚道設置等により淡

水導入を図ってほしい（3 件） 
・真間川、海老川の健全な水循環系の再生について、河川の水質改善、緑地保全、浸 

透水増加の健全な水循環を目指してほしい（3 件） 
・湿地再生（自然再生）事業について、行徳湿地との水循環を確保するべき（2 件） 
・市川市塩浜 2 丁目の市所有地前 200m 護岸部分を低くして湿地を造ってほしい 
・護岸が自然な連続性を遮断しており湿地再生にはつながらない 
・合併処理浄化槽の普及、下水道の整備を進めてほしい（2 件） 
・深堀部対策についての記述がない 

 
第 5節 海と陸との連続性・護岸（4件） 

・湿地再生（自然再生）について、市のまちづくり計画を把握してほしい、以前の内 
陸部を掘りこむかたちにしてほしい等（2 件） 

・1、2 丁目護岸だけでは地域としての安全性が確保できないため、1、2 丁目の境界

南北方向に海岸保全施設を早急に設置する必要があるのでは 
・東浜での湿地再生が手をつけやすいのでは 

 
第 6節 三番瀬を活かしたまちづくり（5件） 

・まちづくりのお金をかけるのは無駄。なるべく自然にしてほしい 
・海抜０ｍ以下の防災対策が抜けている 
・市川市とともにまちづくりのあり方を再検討してほしい 
・4 市沿岸をつなぐグリーンベルトを計画してほしい 
・第 2 湾岸道路を造るのか造らないのかを明らかにしてほしい 

 
第 7節 海や浜辺の利用（1件） 

・海の恵みを根こそぎ取らないというルール等を作る必要がある 
 

第 8節 環境学習・教育（1件） 

・ビオトープネットワークについて補助金制度の復活を希望 
 

第 10 節 再生・保全・利用のための制度及びラムサール条約への登録促進（11 件） 

・ラムサール条約への登録、条例制定を行うことをもっと明確・具体的に記述 
すること（11 件） 

 
第 12 節 東京湾の再生につながる広域的な取組（4件） 

・関係自治体等と連携し、青潮対策、漁業、生物多様性確保についてもっと推進して

ほしい（3 件） 
・オリンピック会場設置の影響を沿岸自治体と連携して監視してほしい 


